
第 24 期第 3 回プラズマ波動小委員会（略称 H 小委員会）議事概要 

2019.9.5 

 

日時 ：2019 年 9 月 5 日（木） 12:15～13:00 

場所 ：電気通信大学 東キャンパス A 棟, A202 

出席者：天野 孝伸, 石坂 圭吾, 臼井 英之, 岡田 雅樹(Zoom), 尾花 由紀, 笠原 禎也, 加藤 雄人, 小

路 真史, 中川 朋子, 能勢 正仁(Zoom), 松清 修一(Zoom), 三好 由純(Zoom)   （敬称略） 

        （* Zoom: 遠隔会議システム） 

欠席者：中村 正人, 八木谷 聡, 尾崎 光紀, 笠羽 康正, 熊本 篤志, 篠原 育, 成行 泰裕, 芳原 容英, 

村田 健史, 大村 善治(国外出張), 小嶋 浩嗣(国外出張)   （敬称略） 

 

1. 議題 

（１） 前回議事録（案）の確認 

第 2 回プラズマ波動小委員会の議事録について確認をとり、承認を得た。 

 

（２） URSI 国際動向について 

・ AP-RASC 2019（New Delhi, India, 2019/3/9-15）の開催状況が、笠原委員長より報告された。 

  

・ 笠原委員長より、今後の URSI 旗艦会議の開催予定について報告があり、H Commission の

ECR, Vice-Chair について、日本からの候補者として適任者がいれば、推薦をお願いしたい旨

の依頼があった。 

・33rd URSI-GASS（Rome, Italy, 2020/8/29-9/5) 

   http://www.ursi2020.org/ 

・AT-RASC 2021 （Cran Canaria, Spain, 2021/5/23-28） 

http://www.at-rasc.com 

・AP-RASC 2022（Sydney, Australia, 2022/8/21-25） 

・34th URSI-GASS（Sapporo, Japan, 2023/8） 

 

（３） URSI 対応国内委員会の活動について 

・ 笠原委員長より、URSI-JRSM2019 の投稿総数、H-Commission に関する参加状況（招待講演、

口頭・ポスター件数、SPC 応募数）等の報告と、委員の参加協力に対する謝辞が述べられた。 

 

・ URSI Centenary Book の編集について 

URSI Centenary Book の編集に対する、Japan National Committee of URSI の寄稿計画と、H 小

委員会の担当部分の原稿案（提出済み）について、笠原委員長より報告があった。同原稿案

に、ULF/ELF 波動研究に関する日本の貢献について追記することとなり、三好・能勢・中川・

尾花委員から追記原稿案の提供を受け、差し替え版を再提出することを決定した。 

http://www.ursi2020.org/
http://www.at-rasc.com/


 

・ URSI 100 周年記念シンポジウム開催について 

URSI100 周年記念シンポジウム開催の計画があることが笠原委員長より報告された。 

 

（４） 今後の URSI-H 小委員会に関する活動予定について 

URSI-H小委員会が共催を計画中の今年度の研究会について、笠原委員長より報告があった。 

・京都大学生存圏シンポジウム (笠原(金沢大)) 

  11/19(火)-20(水) @ 金沢 （予定） 

・・・Santolik グループの来日に合わせて国際ワークショップ形式で計画中 

SGEPSS 波動分科会 etc.との共催を予定 

 

・名古屋大学 ISEE 研究集会 (松田(JAXA)) 

  2020 年 1 月 or2 月開催＠名大 ISEE（予定） 

・・・SGEPSS 内部磁気圏分科会・波動分科会 etc.との共催を計画中 

 

・The 9th VERSIM Workshop (大村先生(京大)) 

  2020 年 3 月 23-27 日＠京大宇治キャンパス（予定） 

http://pcwave.rish.kyoto-u.ac.jp/versim/ 

 

（５） その他 

特記事項なし 

http://pcwave.rish.kyoto-u.ac.jp/versim/

